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第
70
回
Ｊ
Ａ
全
国
青
年
大
会
に
初
出
場

Ｊ
Ａ
青
壮
年
部

特 集
　
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
は
２
月
28
・
29
日
、

東
京
都
の
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で

第
70
回
Ｊ
Ａ
全
国
青
年
大
会
に
初
出

場
し
ま
し
た
。同
大
会
の
一
環
で
令

和
5
年
度
Ｊ
Ａ
青
年
組
織
活
動
実
績

発
表
全
国
大
会
の
関
東
甲
信
越
地
区

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
し
、Ｊ

Ａ
全
青
協
会
長
賞
、
地
上
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
同
大
会
で
は
、
佐
藤
剛
副
部
長

が
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
「
地
域
か

ら
『
愛
』
さ
れ
る
青
壮
年
部
に
す
る

た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表

し
ま
し
た
。な
す
南
の
「
み
・
な
・

み
」に
ち
な
ん
で
、
組
織
活
動
を
紹

介
し
ま
し
た
。「『
み
』
み
ん
な
で
、

や
ろ
う
！
」で
は
、
食
育
活
動
や
地

域
貢
献
活
動
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
活

動
の
活
動
内
容
を
紹
介
。コ
ロ
ナ

禍
で
活
動
が
制
限
さ
れ
た
際
に
も

で
き
る
こ
と
を
行
い
た
い
と
、
食

育
ク
イ
ズ
の
動
画
作
成
や
ド
ラ
イ

ブ
ス
ル
ー
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

「『
な
』
な
ま
え
は
、
青
年
部
太
郎
」

で
は
、
同
部
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
青
年
部
太
郎
」
の
作
成
過

程
や
活
用
事
例
、
ハ
ッ
ピ
や
着
ぐ

る
み
な
ど
と
い
っ
た
グ
ッ
ズ
製
作

な
ど
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
。「『
み
』
み
ら
い
を
、
つ
く
る
な

す
南
」で
は
、
栃
木
県
内
で
盟
友
数

が
減
少
し
て
い
る
中
、
毎
年
少
し

ず
つ
盟
友
数
を
増
や
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。同
部

で
は
、
国
籍
や
職
業
に
と
ら
わ
れ

ず
に
活
動
に
賛
同
し
て
く
れ
る
仲

間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。毎
年
開

催
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
に
は
、
半

数
以
上
の
盟
友
が
参
加
す
る
な
ど

イ
ベ
ン
ト
を
盛
上
げ
て
い
ま
す
。

　
大
会
に
は
、
青
年
部
太
郎
も
駆

け
付
け
る
な
ど
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。同

部
の
佐
原
賢
治
部
長
は
「
初
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
良
い
経

験
に
な
っ
た
。今
後
も
活
動
を
続

け
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
な
が

ら
よ
り
良
く
な
る
よ
う
活
動
し
、

来
年
も
出
場
を
目
指
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
管
内
の
20
〜
50
代
の
農
家

が
中
心
と
な
っ
て
地
域
に
根
差
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
度
の
統
廃
合
に
よ
り
、
青
壮

年
部
を
発
足
し
ま
し
た
。

青壮年部
　　とは？

　野菜の先生プロジェクトや管内の園
児を対象とした野菜の定植・収穫体験
などを行う食育活動

▲大会で発表した部員ら

こども食堂への農畜産物の提供
や女性会と合同で活動するフード
ドライブなどを行う地域貢献活動

他県ＪＡとの交流会やユースセミナー
などをおこなうレベルアップ活動

　青壮年部では現在、地域農業を一緒に盛り
上げていただける盟友を募集中です！興味の
ある方は、青壮年部事務局TEL(96-6170)
までお気軽にお問合せください！

盟友募集中！

同部では、部員が一丸

となって様々な活動を

行っています！

青壮年部
イメージ

キャラクター
青年部太郎
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４

　ＪＡと行政が一体となり担い手を支援する南那須
地域新規就農者支援対策協議会は２月３日、那珂川
町でイチゴ農作業体験会を開きました。３組５人が
参加し、イチゴの収穫から出荷調製作業までの一連
の流れを体験しました。
　収穫体験ではＪＡいちご部会青年部員が講師となり、
参加者へ収穫時のポイントを指導しました。参加者は、
実際に１箱（４パック）分のイチゴを色や形を見ながら、
同部会の出荷規格に基づき収穫。収穫作業体験後は、

実際に出荷調製作業を行いました。イチゴの色や大きさ
など確認しながらパックに詰め、傷みが出ないよう高さ
を均一にしてフィルムをかけました。就農相談会では、
行政や部員、ＪＡ担当者らが各組に入り、就農相談カー
ドを使いながら参加者の話を聞き不安を解消しました。
担当者らは、より具体的なイメージをもってもらえるよう
パンフレット等を使って説明しました。
　参加した飛田悟志さんは「生産者と収穫時や相談時
に詳しく話せ、栽培から出荷までの流れを知ることが出
来た。とても参考になり、栽培してみたいと思った」と話
しました。

　ＪＡは１月29日、ＪＡ本店で高等学校「農業・Ｊ
Ａ教育研究会」の研修を受け入れました。県内の農
業高校関係者とＪＡ職員ら28人が参加。ＪＡ管内に
おける担い手育成や園芸振興など営農振興の取組み
を紹介しました。
　同研究会は、県内農業高校における農業・ＪＡ教育の
充実を図り、農業やＪＡの事業活動等について研究・意
見交換し教育に役立てようと取組んでいます。現地研修
はコロナ禍の影響もあり、４年振りの開催。研修では、Ｊ

Ａの営農部営農指導課の山本哲課長が、ＪＡと行政が
一体となり担い手を支援する南那須地域新規就農者支
援対策協議会を紹介しました。同協議会が行う農作業
研修「南那須農業アカデミー」や農作業体験会などの取
組みについて説明。新規就農者の体験報告として那須
烏山市で梨とリンゴを栽培する中村麻衣さんが就農ま
での経緯や就農後の体験を発表しました。中村さんは、
第三者継承を受けた際の流れや南那須農業アカデミー
で学んだことなどを話し、必要な自己資金や労働力など
体験を交えて伝えました。
　園芸振興と梨輸出の取組みについては営農部園芸販
売課の後藤正道課長が説明しました。園芸振興では、Ｊ
Ａが令和２年度から行う、園芸作物ほ場見学会を通し
た新規作付者の推進や園芸品目新規作付・面積拡大に
向けたパイプハウス・果樹棚導入支援事業を活用した導
入実績などを紹介しました。
　栃木県立宇都宮白楊高校の髙野寿映校長は「少子化
が進む中、農業の在り方や
役割、今後の方向性などを学
ぶことの出来る貴重な研究
会だ。研修で得た知見をそ
れぞれ持ち帰り、農業振興
と農業教育の推進に繋げて
いきたい」と述べました。

▲パック詰めの作業を体験する参加者㊧

イチゴ農作業体験会を実施
南那須地域新規就農者支援対策協議会

営農振興の施策紹介
農業・ＪＡ教育研究会

▲収穫のポイントを説明する部員㊨

Topics

▲研修に参加する農業高校関係者とＪＡ職員ら



５　

　ＪＡ生産部会では、次期作に向けた栽培講習会を
行っています。
　ＪＡみなみちゃん南瓜部会は２月５日、ＪＡ梨・トマト
選果場で栽培講習会を開きました。塩谷南那須農業振

興事務所の杉山直美主査が令和５年産の振返りと次期

作に向けた対策について説明。適正な施肥を行い、健全

な葉を確保してほしいと話しました。また、年間の栽培

管理についても指導しました。園芸植物育種研究所の

篠崎哲雄課長からは、前年の出荷数減少を回復するた

　那須烏山市は、市外に住む同市出身の学生に市特産
の食料品を送り、学生生活を支援しています。企業版ふ
るさと納税を活用し、同市が品物を提供。ＪＡや福祉施
設などが協力し「学生応援ふるさと便」を用意し１、２
月で合計120便を届けました。
　学生応援ふるさと便は、一人暮らしの学生が多いこと

からイチゴやトマトなどの野菜や米の他、レトルト食品な

どを入れました。また、市長からのメッセージを添え市内

事業所の紹介パンフレット等を同梱しました。ふるさと便

を受け取った学生は「料理に使いやすい食材で良かっ

た。イチゴはなかなか自分では買えないため嬉しい」と

話しました。

　ＪＡは３月４日、ＪＡ本店で令和６年度共済一斉推進
目標必達大会を行いました。役職員一丸となり、組合
員や地域住民の保障充足度を高め、「安心」と「満足」
を提供することが目的。役職員やＪＡ共済連栃木関係
者82人が参加し、８月末での目標達成に向け意識を統
一しました。
　大会冒頭、ＪＡ共済連栃木の田村登志郎本部長は「事

業理念が相互扶助であることを誇りに思い、ＪＡ共済事業

の使命を忘れることなく安心の輪を広げて欲しい」と話し

ました。その後、代表職員が大会決議をし、がんばろう三

唱で一丸となって行うことを申し合わせました。

めの栽培管理について説明。大雨による肥料の流亡で

果実肥大時の肥料不足にならないように、追肥をする際

等のポイントを話しました。

　ＪＡ中山かぼちゃ部会は２月７日、ＪＡ烏山婦人の家

で栽培講習会を行い、令和６年産の栽培管理について

学びました。講師を務めた塩谷南那須農業振興事務所

の杉山直美主査は、令和5年産の気象経過と生育状況を

振返り、梅雨明け後の記録的な高温で、急激な株の痛み

や日焼け果が発生し、大雨による着果不良や肥料の流亡

による栄養不足で出荷数量が減少したと説明。次作に向

けた対策として、カボチャは吸肥力が強く初期の窒素が

多いとつるぼけしてしまうため、初期の窒素成分を少な

くし追肥で草勢をコントロールして欲しいと話しまし

た。

学生を食で応援！
学生応援ふるさと便

次期作に向けた栽培管理を学ぶ
各生産部会栽培講習会

ＪＡ共済で地域を守る
共済一斉推進目標必達大会

▲学生応援ふるさと便で届けた10品

▲栽培管理のポイントについて話す杉山主査㊧

▲がんばろう三唱の掛け声を上げる代表職員

▲前年の出荷数減少を回復するための栽培管理について説明する篠崎課長

Topics



６

　組
合
員
、
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
広
報
誌

「
Ｊ
Ａ
な
す
南
」
は
、
本
号
を
も
っ

て
３
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
皆
様

の
支
え
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
顧
み
ま
す
と
平
成

11
年
３
月
に
３
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
、

「
Ｊ
Ａ
な
す
南
」
が
誕
生
し
て
25
年

余
り
、
担
い
手
の
高
齢
化
や
組
合
員

の
減
少
な
ど
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境

は
更
に
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、
支

店
統
廃
合
を
積
極
的
に
進
め
る
な
ど

健
全
経
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　そ
の
よ
う
な
中
、
わ
が
国
の
情
勢

は
昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
位
置
づ
け
が
５
類
に
移
行
し
た

事
で
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
が
堅
調
に
回
復
、
ま
た
日
経
株

価
が
上
昇
し
バ
ブ
ル
期
以
来
の
高
い

水
準
と
な
る
等
、
今
後
の
景
気
回
復

に
向
け
て
明
る
い
兆
し
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
一
方
で
年
明
け
に
起
き
た
能

登
半
島
地
震
の
発
生
で
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
多
く
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
長
期
化
す
る

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
パ
レ

ス
チ
ナ
で
の
軍
事
衝
突
な
ど
で
物
価

高
騰
な
ど
生
産
資
材
の
高
止
ま
り
が

続
き
農
家
の
経
営
に
大
き
な
打
撃
を

与
え
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
当
Ｊ

Ａ
で
は
「
持
続
可
能
な
農
業
・
地
域

共
生
の
未
来
づ
く
り
三
か
年
計
画
」

最
終
年
度
、
計
画
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

で
あ
る
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
農
業
生
産
の
拡
大
」
「
地
域
の
活

性
化
」
の
３
つ
基
本
目
標
を
踏
ま
え

　Ｊ
Ａ
な
す
南
３
０
０
号
発
行
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
３
０
０

号
と
い
え
ば
25
年
間
私
た
ち
の
家
庭

に
毎
月
届
け
て
く
だ
さ
っ
た
職
員
の

方
々
に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　Ｊ
Ａ
な
す
南
の
表
紙
を
飾
る
管
内

の
小
さ
な
お
子
様
た
ち
は
毎
回
、
満

面
の
笑
み
で
と
て
も
か
わ
い
ら
し
く

感
心
し
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
規
制
が
あ
り
活
動
が
出
来
な

か
っ
た
時
期
も
変
わ
る
こ
と
な
く
発

行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
担
当
職
員
の

方
の
ご
苦
労
は
、
大
変
だ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
女
性
会
に
お
い
て
も
、

今
月
の
う
ち
ご
は
ん
で
年
に
何
回
か

レ
シ
ピ
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

わ
ず
か
で
す
が
協
力
で
き
て
い
る
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
12
頁
の

中
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
組
合
員
の
方

の
顔
が
見
ら
れ
、
Ｊ
Ａ
組
織
の
ほ
と

ん
ど
の
内
容
が
詰
め
込
ま
れ
て
お

り
、
中
身
の
濃
い
広
報
誌
を
毎
月
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　組
合
員
と
Ｊ
Ａ
職
員
を
つ
な
ぐ
Ｊ

Ａ
な
す
南
の
広
報
誌
が
こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
の
生
活
に
役
立
て
ら
れ
る
よ

う
な
広
報
誌
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お

願
い
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言

葉
と
し
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ
れ
た
際
、
活
動

報
告
の
枠
が
拡
大
さ
れ
更
に
内
容
の

濃
い
充
実
し
た
読
み
や
す
い
誌
面
に

な
り
ま
し
た
。
青
壮
年
部
で
は
、
部

員
や
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
部
員
同

士
で
解
決
策
を
議
論
し
て
ま
と
め

た
、
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
を
も
と
に

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

食
育
活
動
で
は
、
管
内
の
園
児
を
対

象
と
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
定
植
や
収

穫
、
食
育
ク
イ
ズ
な
ど
を
行
い
、
子

ど
も
た
ち
に
農
業
を
身
近
に
感
じ
て

欲
し
い
と
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。
定

植
か
ら
収
穫
ま
で
の
栽
培
過
程
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
農
業
に
興

味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
５
年
度

は
部
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

あ
る
「
青
年
部
太
郎
」
の
着
ぐ
る
み

を
作
製
し
、
管
内
の
園
児
と
交
流
す

る
な
ど
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
２
月
28
日
に
、
第
70
回

Ｊ
Ａ
全
国
青
年
大
会
に
初
出
場
し
、

Ｊ
Ａ
全
青
協
会
長
賞
、
地
上
賞
を
受

け
Ｊ
Ａ
な
す
南
青
壮
年
部
の
名
を
広

め
て
参
り
ま
し
た
。

　Ｊ
Ａ
な
す
南
の
広
報
誌
が
、
組
合

員
や
Ｊ
Ａ
組
織
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
、
見
て
い
て
楽
し
く
な
る
よ

う
な
広
報
誌
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お

願
い
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言

葉
と
し
ま
す
。

な
が
ら
農
業
協
同
組
合
と
し
て
組
合

員
・
地
域
の
皆
様
の
為
に
持
続
可
能

な
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
役
職

員
一
丸
と
な
り
不
断
の
自
己
改
革
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　結
び
に
、
広
報
誌
「
Ｊ
Ａ
な
す

南
」
が
組
合
員
の
皆
様
に
と
っ
て
身

近
な
話
題
や
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
の
提
供
、
更
に
自
己
改
革
の
進
捗

状
況
な
ど
、
当
Ｊ
Ａ
を
組
合
員
の
皆

様
に
よ
り
多
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
内
容
の
充
実
し
た
編
集
を
行

い
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
づ
く

り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
広
報
誌
「
Ｊ
Ａ
な
す
南
」

を
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
を
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　Ｊ
Ａ
な
す
南
３
０
０
号
の
発
行
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合

員
や
Ｊ
Ａ
組
織
の
話
題
な
ど
、
組
合

員
と
Ｊ
Ａ
を
つ
な
ぐ
広
報
誌
と
し

て
、
私
た
ち
に
届
け
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　Ｊ
Ａ
な
す
南
の
広
報
誌
は
、
青
壮

年
部
活
動
報
告
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
活
動
報
告
や
活
動
内
容
を
広
め

る
媒
体
と
し
て
発
行
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
一
昨
年
に
誌
面
の
リ

青壮年部長
佐原賢治

代表理事組合長
中山正樹

女性会長
露久保フミ子

広報誌

号
達
成！

　
当
Ｊ
Ａ
機
関
誌
で
あ
る
広
報
誌
「
Ｊ
Ａ
な
す
南
」
が
３
月
16
日
発
行
を

も
っ
て
３
０
０
号
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。
特
集
２
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
な
す

南
の
あ
ゆ
み
を
写
真
と
共
に
振
返
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

特 集
２

Ｊ
Ａ
広
報
誌
３
０
０
号
を

　
　
　
迎
え
て
の
ご
あ
い
さ
つ



７

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）

11
月
　広
報
誌｢

Ｊ
Ａ
な
す
南｣

２

０
０
号
を
発
行

日
光
東
照
宮
４
０
０
年
式
年
大
祭

奉
祝「
農
商
産
業
祭
」農
産
物
奉
納

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）

２
月
　Ｊ
Ａ
共
済
　親
と
子
の
交

通
安
全
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
魔

法
園
児
マ
モ
ル
ワ
タ
ル
」

４
月
　Ｊ
Ａ
馬
頭
ト
マ
ト
部
会「
桃

太
郎
ト
マ
ト
」が
那
珂
川
町

の
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定

７
月
　み
な
み
ち
ゃ
ん
南
瓜
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
初
開
催（※

①
）

２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）

３
月
　Ｊ
Ａ
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
部
会

「
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
」
が
那
須

烏
山
市
農
林
水
産
特
産
物

第
１
号
に
認
定

７
月
　第
１
回
Ｊ
Ａ
な
す
南
サ

マ
ー
カ
ッ
プ
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
実
施

11
月
　梨
（
に
っ
こ
り
）
の
コ
ー
ル

ド
チ
ェ
ー
ン
に
よ
る
輸
出

出
荷
式（※

②
）

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）

４
月
　北
部
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
竣

工
式

５
月
　も
ぐ
も
ぐ
ご
は
ん
部
田
植

え
ツ
ア
ー
受
入

９
月 

と
り
た
て
野
菜
直
売
所
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）

６
月
　梨
の
農
作
業
体
験
会
in
南

那
須

７
月
　み
な
み
ち
ゃ
ん
南
瓜
料
理

講
習
会

11
月
　Ｊ
Ａ
な
す
南
水
稲
請
負
部

会
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
推
進
部
が
Ｊ

Ｇ
Ａ
Ｐ（
日
本
版
農
業
生
産

工
程
管
理
）の
団
体
認
証
を

取
得

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）

３
月
　園
芸
作
物
ほ
場
見
学
会
の

取
組
み
を
開
始

11
月
　南
那
須
地
域
新
規
就
農
者

支
援
対
策
協
議
会
設
立
総

会（※

③
）

12
月
　Ｊ
Ａ
に
ら
部
会
と
ち
ぎ
Ｇ

Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管

理
）の
第
三
者
確
認
証
交
付

式

２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）

３
月
　南
那
須
支
店
竣
工
式

６
月
　デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
移
転
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン

10
月
　青
壮
年
部・女
性
会
合
同
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動（※

④
）

２
０
２
２
年（
令
和
４
年
）

４
月
　青
壮
年
部
が
栃
木
県
農
協

青
年
部
連
盟
結
成
70
周
年

記
念
大
会
で
表
彰

６
月
　女
性
会
無
料
ス
マ
ホ
教
室

11
月
　Ｊ
Ａ
営
農
・
経
済
事
業
の

成
長
・
効
率
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
導
入（※

⑤
）

２
０
２
３
年（
令
和
５
年
）

３
月
　青
果
物
販
売
強
化
趣
意
合

意
書
調
印
式（※

⑥
）

４
月
　Ｊ
Ａ
馬
頭
ト
マ
ト
部
会
が

（
一
社
）
海
外
農
業
開
発
協

会「
市
場
志
向
型
農
業
振
興

（
普
及
員
）」コ
ー
ス
の
視
察

受
入

９
月
　准
組
合
員
モ
ニ
タ
ー
制
度

導
入

２
０
２
４
年（
令
和
６
年
）

１
月
　Ｊ
Ａ
な
す
南
梨
販
売
金
額

６
億
円
達
成
祝
賀
会

Ｊ
Ａ
な
す
南
の
あ
ゆ
み

① トップセールスで仲卸にＰＲするＪＡ関係者ら① トップセールスで仲卸にＰＲするＪＡ関係者ら

③ 市町など行政で一体となった協議会のメンバー③ 市町など行政で一体となった協議会のメンバー

② 輸出出荷式でテープカットをする関係者ら② 輸出出荷式でテープカットをする関係者ら

⑤ ＪＡ営農・経済事業の成長・効率化プログラムの
会議に参加するＪＡ関係者ら

⑤ ＪＡ営農・経済事業の成長・効率化プログラムの
会議に参加するＪＡ関係者ら ⑥ 青果物販売強化趣意合意書調印式に参加した関係者⑥ 青果物販売強化趣意合意書調印式に参加した関係者

④ フードドライブで那珂川町社会福祉協議会に提供した関係者ら④ フードドライブで那珂川町社会福祉協議会に提供した関係者ら



８

　ＪＡ梨部会研究部では、滋賀県の新たな取組みである単純な仕立て

方の“低樹高栽培”を活用して産地化が進められている事例を調査し

てきました。“低樹高栽培”には下記のメリットがあります。

低樹高栽培であなたも梨を栽培してみませんか？

○パイプハウスを利用し簡易なＹ字棚を自家施工設置することが可能です。また、経

　費も安くあがります。

○単純な樹づくり（仕立て方）にすれば、熟練を要する整枝せん定も簡単（単純）に

　なります。その後の連続した管理も動線で作業が行えるので効率的です。

○植え付けた３年目には本格的な収穫が開始できます。

　事例を調査してきた大野博康研究部長は「このような方法なら新規に梨栽培が取り

組みやすいと思う。実際に取り組んでもらって難しいと思われている梨栽培の楽しさ

を感じて欲しい。この栽培法をきっかけに新規栽培者で面積を拡大する方がいれば、

★お問合わせ先★
営農部　園芸販売課

（TEL0287-96-6170）

▲低樹高栽培 ▲視察をする研究部員

私たちも応援していきたい」と話しました。

　パイプハウスを活用して単純な樹形にすることで、“梨”

栽培が簡単に取り組めますので、興味がある方は営農部園芸

販売課までお問合わせください。



９

●
日
本
農
業
検
定

　
　
　
　
　
　事
務
局

作
物
が
育
ち
や
す
い
土
壌

日
本
の「
農
」と「
食
」を
学
ぶ

　作
物
が
育
ち
や
す
い
土
壌
は
、
通
気

性
・
保
水
性
・
排
水
性
・
保
肥
性
に
優

れ
、
土
中
の
空
気
と
水
分
の
バ
ラ
ン
ス
が

適
正
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

土
壌
の
構
造
は
固
相
（
土
壌
の
固
形
部

分
）
・
液
相
（
土
壌
の
液
体
部
分
）
・
気

相
（
土
壌
の
気
体
部
分
）
の
３
相
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

問
題　作

物
が
育
つ
た
め
の
土
壌
に
つ
い
て
の

説
明
で
、
正
し
い
も
の
は
次
の
う
ち
ど
れ

で
す
か
。

（1）
多
く
の
作
物
の
根
は
、
土
壌
中
の
固
相

が
30
％
、
液
相
が
30
％
、
気
相
が
40
％

の
割
合
に
な
っ
て
い
る
と
成
長
し
や
す

い
。

（2）
作
物
の
生
育
に
適
す
る
土
壌
は
、
団
粒

構
造
の
土
壌
で
あ
る
。

（3）
日
本
の
土
壌
は
、
雨
水
に
よ
っ
て
酸
性

物
質
が
流
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
自
然

に
任
せ
て
お
く
と
、
土
は
次
第
に
ア
ル

カ
リ
性
の
土
壌
に
変
わ
っ
て
い
く
。

（4）
ア
ル
カ
リ
性
の
土
壌
で
は
、
土
に
含
ま

れ
て
い
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
水
に
溶
け

や
す
く
な
り
、
根
に
障
害
を
与
え
て
作

物
の
成
長
を
悪
く
す
る
。

解
答
：
正
解
は
（2）
で
す
。

解
説
：
作
物
の
根
が
成
長
し
や
す
い
土
壌

は
、
固
相
が
40
％
、
液
相
が
30
％
、
気
相

が
30
％
の
割
合
と
い
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な

バ
ラ
ン
ス
の
土
壌
に
す
る
た
め
に
は
、
そ

の
土
壌
が
団
粒
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　日
本
の
土
壌
は
何
も
せ
ず
自
然
に
任
せ

て
お
く
と
雨
水
の
影
響
に
よ
り
酸
性
化
し

て
い
き
ま
す
。
酸
性
化
し
た
土
壌
で
は
、

土
に
含
ま
れ
て
い
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
水

に
溶
け
や
す
く
な
り
、
根
に
障
害
を
与
え

て
作
物
の
成
長
を
悪
く
し
ま
す
。 

『
新
版 

日
本
の
農
と
食
を
学
ぶ 

中
級

編
』
（
78
ペ
ー
ジ
）
よ
り

３相分布の好適割合

　令和５年度栃木県花の展覧会が２月11・12日、
栃木市のとちぎ花センターで行われました。同展
覧会は、生産者の栽培技術の向上や消費者への
花の消費宣伝を目的に開催しています。ＪＡ花卉
部会では、那珂川町久那瀬の阿久津功部会長が
「(株)宇都宮花き社長賞」および銀賞に輝きまし
た。また、那須烏山市小倉の雫貴剛さんが銅賞に
入選しました。

　ＪＡ全農とちぎは１月から、第２０回ＪＡグルー
プ栃木農産物鑑定大会及び持回り鑑定会を行い
ました。１月24日から５日間で開催した持回り鑑
定会では、大武正さんが優秀賞に輝きました。ま
た、２月９日に行われたＪＡグループ栃木農産物鑑
定大会では、団体戦でＪＡなす南が敢闘賞、個人
戦で荒巻久夫農畜産課職員が最優秀賞に輝きま
した。
　荒巻農畜産課
職員は、３月８日
に千葉県のＪＡ
共済幕張研修セ
ンターでＪＡグ
ループ全国農産
物鑑定会に出場
しました。

令和5年度栃木県花の展覧会で入選農産物鑑定大会及び持ち回り鑑定会で受賞

▲(株)宇都宮花き社長賞および
　銀賞に輝いた阿久津部会長

▲銅賞に入選した雫さん▲個人戦で最優秀賞に輝いた
　荒巻農畜産課職員

日本農業検定
ホームページ
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　とちぎ農産物マーケティング協会が主催
で行った「令和５年度キラリと光るとちぎ
の星食味コンテスト」で、大賞を受賞した
那須烏山市上川井の菊地栄一さんに栃木県
知事賞が授与されました。２月21日に
は、ＪＡ本店で、県塩谷南那須農業振興事
務所の手塚俊介所長から賞状が手渡されま
した。
　コンテストは12月15日に、県産米オリ
ジナル品種である「とちぎの星」の認知度
向上や需要拡大、品質向上を目的に開催し
ました。５年産は、猛暑で稲の生育が厳し
い状況でありましたが、食味・品質ともに
良好で審査員からも好評を得ました。
　授与時に同振興事務所の手塚所長は「品
種の特性を活かして具現化してもらった。
気象変動や生産資材の物価高などある中
で、経験や創意工夫が活かされた結果だ」
とあいさつしました。手塚所長から菊地さ

んに賞状と記念品を手渡しました。
　菊地さんは「経営移譲をする前の最後の
年に、素晴らしい結果が出
せた。毎朝、ほ場の水
管理を行い、稲の状
態を見て管理したこ
とが実を結んだ。と
ちぎの星の作付けを
増やしたい」と話し
ました。

とちぎの星とは？
大粒で豊かな甘みが特徴で、炊飯後も粒
の崩れがなく冷めても美味しさが続きま
す。玄米や白米の品質、炊飯結果から分
析を行い、ランクＡの評価を受けていま
す。栽培時には、耐暑・耐病性がある品
種です。

　ＪＡは組合員
との対話活動に
力を入れて担い

手訪問を行っていま
す。組合員の意見や要望を聞き現
在、取組んでいるＪＡ自己改革を組
合員の目線で進める目的です。昨年
12月から１月まで、常勤役員と営
農経済渉外員および支店融資担当者
が、ＪＡ管内の認定農業者を対象に
担い手訪問を行いました。常勤役員
は４地区計約50戸を訪問し、栽培
面積や令和５年産の収量など経営状態を尋ね農家の経営課題を把握しまし
た。また、飼料用米の作付転換推進や農業資金及び新ＮＩＳＡ制度(少額投
資非課税制度)などについて話し合いました。

菊地栄一さんに栃木県知事賞が授与されました

ＪＡ
自己改革
コラム

▲認定農業者に飼料用米作付転換の推進を行う中山正樹組合長㊧

▲知事賞を受賞した菊地さん㊧と
　中山正樹組合長
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（とちおとめ、スカイベリー、とちあいか）

今月のオススメ!!

３・４月の
出荷カレンダー

　直売所では那珂川町ブランド認定
品として、消費者から高い支持を得て
いる「桃太郎トマト」が購入できます。
サラダやみそ汁におすすめです！

「桃太郎トマト」

那須烏山市初音７番地５（烏山支店構内）　TEL：84-0731
【営業時間】 月～金 ８時30分～13時　土 ８時30分～12時

とりたて野菜直売所とりたて野菜直売所

品　目 実施時期 内　　  　容
みなみちゃん南瓜 ５月下旬 栽培管理を見学
中山かぼちゃ ５月下旬 栽培管理を見学
キュウリ（夏） ５月下旬 栽培管理、収穫、出荷調整を見学
ミョウガ ６月上旬 栽培管理を見学
ニラ ６月上旬 定植、栽培管理を見学
ナス（夏秋） ６月中旬 収穫、出荷調整を見学
ジュース用トマト ６月下旬 栽培管理を見学
ネギ（夏） ７月中旬 収穫、出荷調整を見学
みなみちゃん南瓜 ７月中旬 栽培管理を見学
アスパラガス ７月下旬 出荷調整を見学
ナス（夏秋） ９月上旬 収穫、出荷調整を見学
キュウリ（秋） １０月中旬 収穫、出荷調整を見学
サトイモ １１月中旬 収穫、出荷調整を見学
ネギ（冬） １１月下旬 収穫、出荷調整を見学
シュンギク １２月上旬 収穫、出荷調整を見学
ニラ １２月上旬 収穫、出荷調整を見学

ほ場見学会開催します！令和６年度

お問合わせ先　営農部 園芸販売課　TEL：0287-96-6170

　ＪＡでは、野菜の栽培者拡
大に重点的に取り組んでいま
す。令和６年度は、各生産部会
や県塩谷南那須農業振興事
務所と協力し、11品目の野
菜で「ほ場見学会」を開催予
定です。経営に野菜を導入
し、所得アップを目指しましょ
う。興味をお持ちの野菜を実
際に見て、実感を持っていた
だく良い機会ですので、ぜひ
ご参加ください。

参加無料です！
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今月のおすすめ商品！

※商品は、南部経済店舗・北部経済店舗でお買い求めいただけます。
お問合せは、お近くの店舗または本店経済課（☎96-6175）まで。

A.ゼリーの素
（コーヒー）（70g×3）

Ａ.プリンの素
（本体32g×3 ｶﾗﾒﾙ10g×3）

＜特別価格＞ 
　390円（税込）

＜通常価格＞

　400円（税込）

＜特別価格＞ 
　455円（税込）

＜通常価格＞

　466円（税込）

令和６年３月16日（土）～４月19日（金）期 間

甘くておいしいプリンをご家
庭で手間なく楽しく。豆乳で
まろやかさをプラスしたりコ
コアパウダーを加えてチョコ
プリン風に！カスタードにアレ
ンジしても◎

海藻の力で固めるゼリーの素
です。甘さとほろ苦さのバラ
ンスがとれた味で、素を簡単
に溶かすだけでできるためお
子さんも一緒にお菓子作りが
楽しめます。冷蔵庫だけでな
く常温でも固まります。

休日年金・ローン相談会開催予定について
令和6年度

●開催時間　

休日年金相談会・休日ローン相談会

午前９時～午後３時

●お問合わせ先

　本店金融課　　0287-96-6160

　南那須支店　　0287-88-7121

　烏 山 支 店　　0287-83-2111　

　馬 頭 支 店　　0287-92-2711

　小 川 支 店　　0287-96-2131

●烏 山 支 店

４月14日（日）  ８月18日（日） 12月 ８日（日）
令和6年 令和6年 令和６年

●小 川 支 店

３月10日（日）  ７月28日（日） 11月10日（日）
令和6年 令和6年 令和6年

●馬 頭 支 店

５月12日（日）  ９月 １日（日）  １月26日（日）
令和6年 令和6年 令和７年

●南那須支店

６月23日（日） 10月６日（日）  ２月16日（日）
令和6年 令和7年令和6年

※太字の日は休日ローン相談会を同日開催いたします。
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間違いは５つ！
　左下の枠内の数字で答えましょう

応募方法 ①クイズの答え　②郵便番号と住所　③氏名　④年齢　⑤電話番号 
⑥ＪＡへの意見・本誌に対する感想などを書いて、下記の宛先までご応募ください。

送 り 先 〒324-0513　那珂川町白久10　ＪＡなす南　総務人事課広報係

締め切りは４月10日（水）の消印有効です。
●当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。●個人の情報については、賞品の発送以外には使用しません。

正解者の中から抽選で５名様にエーコープ商品が当たります♪

《２月号まちがいさがしの答え　４・５・６・10・11》

決議事項
◎令和６年度内部監査計画について
◎ＪＡバンク利用者保護等管理方針の制定にかかる諸規程類の
制定につて　

◎「コンプライアンス基本方針」の制定について
◎「リスク管理方針の廃止」および「リスク管理基本方針の制定」
と「リスク管理規程の制定」について

◎事務リスク管理規程の改正について
◎令和６年度コンプライアンス・プログラムの策定について
◎規程総則の改正について
◎職制規程別表（職務権限表）の改正について
◎理事会運営規程および別表の改正について
◎総代選挙に伴う選挙管理者等の指名について
◎役員改選に伴う理事会枠役員候補者の推薦および推薦委員の
選任について

◎令和６年度事業計画について
◎出資金減口について
◎令和７年度職員募集および採用スケジュールについて
◎住宅資金貸出要項の改正について
◎「再生可能エネルギー対応資金（アグリパワー資金）」の特別金
利について

◎借入金の最高限度について
◎令和６年度余裕金運用について
◎令和６年度上期ロスカット対応について
協議事項
◎第２５回通常総代会提出議案について
◎１月末総合財務並びに総合収支について　

理 事 会 報 告
令和６年２月27日　本店大会議室にて

〈特集①〉　ごみ　楽しく、捨てない暮らし
～ワンアクションでしなやかＳＤＧｓ～

　ごみを減らし、環境にもお財布にもやさしい生活を始めましょう。着
なくなった衣類などのリメイク＆アップサイクル、プラスチックごみを減
らす工夫、エシカルを意識した消費の方法など、無理せず、気負わず、今す
ぐできる地球にやさしい暮らし方を、実践している人たちの取り組みな
どをもとに具体的に提案します。・石見銀山「群言堂」松場登美さん捨て
ない暮らしルポ（島根）・着物リメイク吉田三世さん（名古屋）・対談　渡貫
淳子×マシンガンズ滝沢・上勝町に行ってみた（徳島）・プラごみを減ら
すためにできること

〈特別企画〉　わたしたちができる10の行動
　　　　　　～今日から始める食料安全保障～
　国としての喫緊の大きな課題の一つである「食料安全保障」の確立。も
ちろん、国が行う農業政策と予算を充実させることは大前提ですが、わ
たしたち国民が具体的にどんな行動をすれば、食料自給率が上がり、日
本の食と農を守ることにつながるのでしょうか。「みんなの小さな行動
が日本の食と農を変える」を考え方の基本に、わたしたちが暮らしの中
で実践できる具体的な10の行動を提案します。

【表　　　紙】　戸田恵子　【別冊付録】　ひと目でわかる家庭菜園カレンダー2024
【農ライフ】　グラウンドカバーで彩る すてきな庭づくり
【手　　　芸】　樹脂粘土で作る ネコとチョウチョのマグネット
４月号（３月１日発売）　定価／９２２円（税込）　※付録月号（１・４・５・７・９月号　定価／
922円　12月号　定価／1,027円）　※企画・タイトルは変更する場合がございます。
お問合せ先　経済部経済課TEL96-6175

「家の光」４月号の主な内容

　ＪＡでは、毎月欠かさずに広報誌を発行
し、無事に300号を迎えることが出来まし

た。改めまして、取材にご協力いただいた皆さまにお礼申し上げます。
また、記念誌を担当させていただくことを嬉しく思います。広報
誌のＰ６・７では、300号記念コーナーを設けていますので、ぜひ
ご覧ください！
　また、来月号から広報担当者が変更となります。新任担当者
共々、引き続きＪＡなす南の広報誌をよろしくお願いいたします。

(あいす)(あいす)



令和７年度職員採用試験（短大卒・大卒）について

葬儀事前相談会の開催について

ＪＡなす南ふれあい定期積金2024について

福祉スタッフ募集について

令和６年3月16日発行 那須南農業協同組合 〒324-0513 栃木県那須郡那珂川町白久10  TEL0287-96-6150
URL.http://www.ja-nasuminami.or.jp№300

◆採用予定者数　５人程度
◆受験資格
　短大・大学卒業（見込みを含む）以上で、令和７
年４月２日時点において39歳以下であり令和７年
４月１日以降、那須烏山市、那珂川町またはその近
郊に居住する方。
◆筆記試験日時：令和６年４月17日（水）
　　　　　　　 　午前９時30分～
◆筆記試験内容：総合問題（倫理、時事、一般教養）70分、
　　　　　　　　小論文60分
※筆記試験の合格者に対し、後日面接試験を実施
◆筆記試験会場：旧中央支店 会議室(ＪＡ本店構内)
◆願書締切日：令和６年４月10日(水)　必着
◆お問合わせ先：総務部　総務人事課　
                       TEL（96-6150）
提出書類等、詳しくはＪＡのＨＰをご覧ください。

◆日時：令和６年４月20日（土）　
　　　　午前９時～正午
◆場所：ＪＡ北部セレモニーホール
          （那珂川町小口181－2）
◆お問合わせ先：ＪＡ北部セレモニーホール
　　　　　　　　 TEL（92-8855）

　車購入の頭金やお子さまのライフイベントに合わ
せて、今からコツコツ始めてみませんか？
◆取扱期間：令和６年５月31日（金）まで
◆金利：年0.1％（税引後　年0.079％）
◆対象：新規口座振替でご契約（証書式）いただ
き、契約期間が６か月以上７年以内および掛込金額
１回あたり5,000円以上、個人の方で自動満期処理
または自動再契約を付帯された方。
　さらに、ＪＡカードまたはインターネットバンキ
ングの契約者（新規契約含む）の方には、金利年
0.2％（税引後　年0.159％）でご契約いただけま
す。
詳しくはお近くの支店窓口または担当金融渉外まで
お問合わせください。

◆募集職種：介護支援専門員（ケアマネジャー）
◆勤務先：経済部　生活福祉課
お問合わせ先：経済部 生活福祉課（TEL96-6176）

JAバンクローン特別金利のお知らせについて

ＪＡ住宅ローン ～マイホーム計画をサポート～

※令和６年３月29日までのお申し込みで令和６年６月28日までにお借り入れの方。
※１ お借入れ金額500万円以上の場合　※２ お借入れ金額500万円未満の場合
※３ 最大引下金利を適用するには、ＪＡとのお取引に条件があります。
　各支店窓口において返済額の試算を行なっております。お気軽にご相談ください。

〈店頭基準変動金利：年1.65％〉
保証料別途　《基金協会保証型》

〈店頭基準固定金利：年1.80％〉
保証料別途　《基金協会保証型》

７10

0.85年 年1.001.15～ ～1.30（※１） （※２） （※１） （※２）

ＪＡマイカーローン ～快適なカーライフを応援～

※令和６年３月29日までのお申込みの方。
※１ お借入れ金額500万円以上の場合
※２ お借入れ金額500万円未満の場合
※３ 最大引下金利を適用するには、ＪＡとのお取引に条件があります。

ＪＡネットマイカーローン
（三菱UFJニコス保証）

～今すぐ、ネットでも仮申込できます!!～
最大引下げ後金利（保証料込）最大引下げ後金利（保証料込）

～1.80 2.10
※1　 ※2　

～1.65 1.95
※1　 ※2　変動

金利
10年以内

固定
金利
７年以内

〈基準：年2.45％〉 〈基準：年2.60％〉

※令和６年３月29日までのお申し込みで令和６年９月30日までにお借り入れの方。

※当初期間以降は３年・５年・10年・変動を選択できますが、その時の店頭（標準）金利から
年1.70％引下げいたします。　※ご融資期間を超える選択期間はお選びいただけませんの
でご注意ください。　※一般の団体信用生命共済付き　※令和６年３月29日までのお申し
込みで令和６年９月30日までにお借り入れの方に限ります。

ＪＡリフォームローン
～住み慣れた我が家をリノベーション～

1.600%
10年
固定 最大引下げ後金利

0.925%
最大引下げ後金利

変動
金利

〈標準金利：年4.750％〉保証料別途
《基金協会保証型》

〈標準金利：年3.725％〉保証料別途
《基金協会保証型》

ＪＡ教育ローン ～お子様の未来のために～
※令和６年３月29日までのお
申込みで、令和６年６月28
日までにお借入の方に限り
ます。

固定変動選択型「はじめに大きな引下げ型」

固定変動選択型「ずっと引下げ型」

選択期間

選択期間

店頭（標準）金利 当初期間以降の引下げ幅引下げ後適用金利

店頭（標準）金利 当初期間以降の引下げ幅引下げ後適用金利

当初10年

当初変動

当初５年

当初３年

年 %

%

%

年

年

4.15

年 %2.725

3.75
3.50

年 %

%

%

年

年

1.20

年 %0.625

1.05
1.00

%年1.70

%年2.10
※お客様の申し出により、ご返済の途中でも３年・５年・10年の固定金利型に切替えることができます。
※固定金利型に切替える場合、その時の店頭（標準）金利から年2.10％引下げいたします。なお、
固定金利選択期間終了後、変動金利を再選択した場合も同様です。　※一般の団体信用生命共済付
※令和６年３月29日までのお申し込みで令和６年９月30日までにお借り入れの方に限ります。


